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	【警告】
	1. 開放創に熱を直接当てないこと。ブランケットが被さる創部は本品及び保温装置使用前にすべて覆うこと。
	2. 本品及び保温装置に誤作動や故障が起こった場合は直ちに電源を切ること。
	3. ブランケットを保温装置に繋がずに本品及び保温装置を使用しないこと［患者に熱傷などの重篤な危害をもたらすため］。
	4. 保温装置は、粘着テープにアレルギー反応を示す患者に使用してはならない。
	5. 患者が気管挿管され換気されていない場合は頭部をプラスチックカバーで覆わないこと。
	＜併用医療機器＞
	1. 本品及び保温装置を可燃性の麻酔薬の近くで使用しないこと［爆発するおそれがあるため］。
	2. ブランケットをレーザーや電気外科手術器のアクティブな電極と接触させないこと［急速に燃焼するおそれがあるため］。
	3. 本品は【使用方法等】に示した保温装置のみと使用すること［接続が外れ、患者の熱傷やその他の医療事故を引き起こすおそれがあるため］。
	【禁忌・禁止】
	1. 再使用禁止。
	(1) 患者の着衣や体表面が湿っていないことを確認すること［本品の性能に影響するおそれがあるため］。
	(2) 患者の体温とバイタルサインを継続的に看視すること。正常体温に達した時は温度設定を下げるか使用を中断すること。
	(3) 保温装置はエアフィルターを用いているが、使用中の気中浮遊汚染物質には注意を払うこと。フィルターの交換について保温装置のテクニカルマニュアルを参照すること。
	(4) 血管手術中の使用において、四肢への動脈が遮断されている場合は特に注意し使用の中断を検討すること。虚血状態の四肢の患者に本品及び保温装置を使用しないこと。重度の末梢血管疾患のある患者に使用する場合は特に注意し絶えず看視すること。
	(5) 低血圧が起こった場合、設定温度を下げるか本品及び保温装置の使用停止を検討すること。

